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みどりの見学ツアーで
気づいたことは？

Q

横浜みどりアップ計画について、もっと多くの市民の人に

知って頂き、意見を伺うため、

「みどりアップを見に行こうツアー」を開催しました。

これからの横浜のみどりを守り、つくるために

みんなで感じたことをレポートします。

青葉区　もえぎ野ふれあいの樹林

みどりアップQとは？横浜みどりアップ計画とは？

「横浜みどりアップ計画」について考えました

横浜みどりアップ計画
市民推進会議とは？

みどりアップＱの”Ｑ”は「みどりアップをもっ
と知る、なぜなに？（クエスチョン）」と、「緑の
ある暮らしの質（クオリティー）を考える」。市
民目線でみどりアップ計画を探っていく市民
推進会議のレポートです。

横浜みどりアップ計画について評価、提案、
市民への情報提供をする、市民参加の組織
です。

緑豊かな環境を将来に残すために、市民の皆さんと一緒に緑を
守り、つくり、育てていく計画。財源の一部として、「横浜みどり
税」を活用しています（個人市民税均等割に年間900円、法人
市民税に均等割の9％相当額を上乗せ）。計画書は、環境創造
局ホームページ、区役所広報相談係や市庁舎１階市民情報セ
ンター、環境創造局政策課で閲覧できます。

　横浜みどりアップ計画は、全国でも先駆的な制度だと思います。しかし、横浜の森や農地や生き物を守っていくことは、個人だけでも

市だけでも難しいと思います。そのためには、強い志を持ったリーダー、多くのボランティアと、活動の継続が必要です。さらに、今回のツアー

に参加してみて、緑が人々の仲立ちというか、コミュニティ形成のためにも役に立っているのではないかと感じました。緑を守ることは、現

代の問題を解決することにもつながるのかもしれません。

　中面でご紹介した「みどりアップを見に行こうツアー」の締めくくりに、参加者で意見を交わしました。　
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意見交換会の様子

　横浜みどりアップ計画の事業というのは、税金を使っているということで、「なぜ市民が負担してこ

こまでやらなければいけないのか」と思う人がいるかもしれません。皆さんに税を負担していただいてい

るので、もっとそれらの事業の効果を身近に感じられるようにする必要もあります。

池邊このみ委員（千葉大学大学院　園芸学研究科　教授）

市民推進会議委員からのコメント

取材を終えて感じたこと

みどり税があることを今まで知らなかった

樹林地や農地は
一度減少したら
取り戻せないと
思う

みどり税の効果が
どれくらいあった
のか、わかりやす
くしてほしい

みどり税やみどりアップ計画で
行っている場所をもっと子供たちの
教育に使えたら良い

みどりアップ計画の
内容について、まだ
知らないことが多い

地域緑のまちづくり事業を全部みどり
税でまかなうのは出しすぎでないか

広報活動を通してみどり税
の必要性を伝えたり、イベ
ントでプランターづくり等
の体験をしたりすると良い

もっと子供たちに知ってもらうため
に、市の職員や実際に活動している人
に教育現場でも話してもらいたい

身近なところで
地域の人たちが
協力しながら活
動していること
がわかった

緑はなくてはならないと思
うので、みどりアップ計画
はあってほしい事業によっては実施する

までの行程が大変そう

みどりアップ計画は
植樹をするイメージ
だったが、樹林地や
農地を守るなど様々
なことが行われている
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